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1 Exchangeable Image File Format; 旧日本電子工業振興協会
によって規格化された写真用のメタデータを含む画像
ファイルフォーマット。 








る iPhoto 3を用い、IPTC メタデータを書き込んだ。 
2.3  巡視写真におけるメタデータ 
















































                                                 







3.1  撮影 
・ 撮影は全て 640 ピクセル× 480 ピクセルのラ
ンドスケープ(横長)とする。 




3.2  パソコンへの読み込みと整理 





































図 3. 写真下の画像タイトル欄に記述 (iPhoto) 





3A100 : 部屋番号 
131225: 巡視日 (yymmdd の形式) 
000   : 同一部屋内の画像順序番号 
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3.4  巡視情報の書き込み 
以下のような、写真が示す巡視情報を各画像の情





この文字列は 3.4.1 から 3.4.3 に述べる巡視情報の
項目から構成されている。 
3.4.1  指摘項目 
 指摘の内容を 12 項目に分類し、それぞれに対応
した下記の文字列の一つを記述する。 
3.4.2  指摘種別 











3.4.4  情報欄に書き込む 
 iPhoto ウィンドウの右下の「情報」ボタンをク
リックすると図 4 に示す情報欄 (説明・キャプショ
ン欄) が表示されるので、3.4.1 から 3.4.3 で生成し
た文字列を順に連結したものを書き込む。 
















































3.6  画像ファイルの処理と報告書作成 
画像が書き出されていることを確認し、処理アプ




・ 今回の巡視日 (3.2 で記述した日) を yymmdd 
の形式で入力する。 








図 6. アプリケーションツールのアイコン 
＜整頓： ＜転倒： ＜落下：  ＜ボンベ： 
＜配線： ＜通路： ＜試薬：  ＜標識： 








3.7  処理結果 
3.1 から 3.6 までの処理結果を図 7 に示す。部屋
















































本 ア プ リ は 、 Macintosh OS X の 環 境 で 、
AppleScript、PHP、bash で記述されたスクリプトを 
Automator[1]  (様々なスクリプトを組み合わせ、自動
処理ワークフローを構築する OS X 標準のツール) 
上で一つのアプリケーションとして作成したもので














































図 9. 自作アプリケーションの動作フロー 
 黒枠： AppleScript で記述 
 赤枠： PHP で記述 
 緑枠： bash で記述 
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4.1  IPTC メタデータの取得 


















jpg の IPTC メタデータから、$graphic_name 変数
に 3.3 の情報が、$caption 変数に 3.4 の情報がそれ
ぞれ格納される。 





であるので、CSS (スタイルシート) の細かい調整や 
Web 標準に適合させるための書式を調整する必要
があった。 
また、報告書 1 ページには最大 6 枚の画像を表示
するが、それ以上の枚数の場合のページ追加処理が
必要であった。 
4.3  PDF ファイルの出力 
写真報告書の印刷には、HTML 形式より PDF 形
式のほうが適している。そのために、4.2 で出力さ
れた HTML 形式のものを PDF に変換する機能をも
つフリーの PHP クラスである mPDF[3] を用いた。




の CSS を微調整する必要がある。 
また、複数の PDF を一つの PDF にまとめるため
に  PDFMerger[4] を用いた。下記は  pdf1.pdf と 


























ルが Macintosh OS X 環境でしか使えない点で、必
ずしも汎用的とは言えない。とはいえ、PHP スク
リプトが実行できる環境 (例えば Unix、PHP 環境を







  http://macwiki.sourceforge.jp/wiki/index.php/Automator 
[2] iptcparse; 
  http://www.php.net/manual/ja/function.iptcparse.php  
[3] mPDF; 
  http://mpdf.bpm1.com/ 
[4] PDFMerger; 















 $size = GetImageSize ("filename.jpg", $info); 
 $iptc = iptcparse ($info["APP13"]); 
 if(isset($info["APP13"])) { 
     if(is_array($iptc)) { 
         $graphic_name = $iptc["2#005"][0]; 
   $caption = $iptc["2#120"][0]; 





 $html = file_get_contents("index.html"); 
 $mpdf = new mPDF('ja', 'A4'); 
 $mpdf->mirrorMargins = true; 
 $mpdf->SetDisplayMode('fullpage'); 
 $mpdf->WriteHTML($html);   





 $pdf = new PDFMerger; 
 $pdf->addPDF("pdf1.pdf", 'all') 
   ->addPDF("pdf2.pdf", 'all') 
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Introducing the workflow for creating a report by utilizing the metadata area of the JPEG images for the processing 
stages of images taken during workspace inspection. 
This workflow is structured around iPhoto image processing applications and newly developed application tools for 
Macintosh OS X. As well as being able to distinguish content of workspace inspection from just the image files, photo 
reports can also be easily created. 
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